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【自己紹介】 
 

間部 豊（まべ ゆたか） 

 

•帝京平成大学 現代ライフ学部経営マネージメント学科 講師 

•日本図書館協会 図書館雑誌編集委員 

 

研究テーマ 

•情報検索システム，レファレンスサービス，電子書籍・電子図書館 
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【本日の内容について】 

 

1. 「Web版ISBN総合目録」とは 

 

2. 事例紹介「埼玉県内高等学校Web-ISBN総合目録」について 

 

3. 「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 

 

4. まとめ 
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1. Web版ISBN総合目録とは 

• ISBNを唯一の書誌・検索語と 
して作成された総合目録 
 
 

• 「ISBN総合目録」(桜井氏作成) 
のコンセプトを参考に，間部が
Web版を作成 
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【Webベースであることの意義 】 

• プログラム頒布が不要である 
 

 

•総合目録を利用できる端末が増える 
 

 

•他のデータベースとの連携の可能性がある 

 

 

1. Web版ISBN総合目録とは 
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2. 事例紹介 
「埼玉県内高等学校Web-ISBN総合目録」について 

(1) 埼玉県高等学校図書館研究会における導入まで 
 

• 2002 「図書館協力研究委員会」発足 
 

• 2004 研究テーマ「総合目録の可能性を探る」による調査 
 

• 2005 夏季研究集会分科会「県立高校間総合目録の構築を目指して」 
    秋季研究集会にて「Web版ISBN総合目録の試行」について紹介・予告 
 

• 2006 「Web版ISBN総合目録」プレ試行版（6月：参加校 3校） 
    試行版参加校の募集 
 

• 2006 「Web版ISBN総合目録」試行版稼動（12月：参加校 71校） 
  



2015/2/6 

4 

平成26年度 埼玉県図書館協会 図書館ネットワーク研修会                               2015.2.6 

(2)導入～現在まで 

•導入 
2007 「Web版ISBN総合目録」 正式稼動（8月：参加校 88校） 
 

•所蔵データ更新状況 
2008～ 年2回（6月・12月）更新 
 

•管理組織 
2009～ 「ISBN総合目録小委員会」，2012～ 「ISBN総合目録委員会」 
 

•参加館の拡大 
2008～ 埼玉県立図書館の所蔵データ提供 
2011～ 埼玉県立総合教育センター資料室の所蔵データ提供 
 
現在は137校が参加（2014年6月現在） 

 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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(3)蔵書統計 

年度1) 
総合目録参加館 

総所蔵冊数 総タイトル数 
高等学校 県立図書館等 

2006 71   961,788  - 
2007 88   - - 
2008 108 県立 2,718,526  - 
2009 116 県立 3,063,139  - 
2010 122 県立 3,369,982  - 
2011 126 県立，県教育センター 3,528,385  855,956  
2012 127 県立，県教育センター 3,636,037  887,210  
2013 132 県立，県教育センター 3,665,123  927,006  
2014 137 県立，県教育センター 4,187,683  947,153  

1)2006及び2009-2013は12月時点，2007年は8月時点，2008年は2月時点，2014年は6月時
点の数値。 （出典「年報」埼玉県高等学校図書館研究会 44号～51号） 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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(4)利用統計 

年度 
相互貸借 
借受冊数 

（うちISBN総合目録 
ISBN総合目録 
アクセス件数 

を利用） 割合 

2012 7699冊 1453冊 18.9% 2552件 

2013 12287冊 2126冊 17.3% 2838件 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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【検索画面】 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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【検索結果】 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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【拡張検索】 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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【検索結果】 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 

平成26年度 埼玉県図書館協会 図書館ネットワーク研修会                               2015.2.6 

【参考】本来のWeb版ISBN総合目録のデザイン 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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【参考】本来のWeb版ISBN総合目録のデザイン（拡張検索） 

2. 事例紹介 高図研「Web-ISBN総合目録」 
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3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 

（1）総合目録であることの意義 

 

① 総合目録と横断検索の違い 
 

② 総合目録のメリット 
 

③ 総合目録のデメリット 
 

④ Web版総合目録のデメリット 
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①総合目録と横断検索システムの違い 

•総合目録  
 
事前に書誌同定され，所蔵館情報が統合されている 

 

 

•横断検索システム 
 
Web上に公開されたOPACに逐次照会し，検索結果を整形して表示 
 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 

平成26年度 埼玉県図書館協会 図書館ネットワーク研修会                               2015.2.6 

②総合目録のメリット 

•書誌・所蔵情報の活用 
 

▫事前に書誌同定されているので，検索結果の表示が早い 

▫検索結果の評価が容易である 

 

•書誌・所蔵情報の活用 
 
資料保存事業などへの活用が可能（単館所蔵リストの作成等） 
 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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③総合目録のデメリット 

•書誌統合のための事前作業が必要 
 
▫各図書館における所蔵データの抽出・提出 
▫書誌統合作業 
▫データ更新作業 

 

• リアルタイムの所蔵情報ではない 
 
▫ ある時点における所蔵館情報であることに留意 

 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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④Web版ISBN総合目録のデメリット 

•一般的な書誌的事項からの検索ができない 
 

▫他の書誌・目録との併用が前提 

 

• ISBNのない資料を検索できない 
 

▫ ISBN以外の標準番号を用いる可能性 
（全国書誌番号，民間MARC番号） 
 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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(2)他のデータベースとの連携 

 

① 検索結果に対する活用 
 
・各図書館のOPACとの連携（資料動態情報の取得） 
・相互貸借への活用 
 

② 検索システムとしての活用 
 
・他の書誌・目録データベースのAPIを利用し，ISBN以外の 
   一般的な書誌的事項からの検索を可能にする 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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【イメージ】 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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(3)試行版の紹介 

• NDLサーチのAPIを利用した試行版を作成 

 

•所蔵館における作業は，従来どおりのISBNデータ提出のみ 

 

•統合館における作業も，従来の統合プログラムで作成可 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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【検索画面】 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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【検索結果】 

3.「Web版ISBN総合目録」の今後の可能性 
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4. まとめ 
• 「Web版ISBN総合目録」は従来同様に容易に構築できる 

 

• 所蔵調査だけではなく，資料保存事業などにも活用できる 

 

• 将来的には，他の標準番号を用いることで，ISBNの無い資料も総合目録
化できる可能性がある 

 

• 他の書誌データベースと連携し，ISBN以外の一般的な書誌的事項からも
検索可能に 

 

「総合目録」の機能を活かした図書館サービスの実践を可能に 


